
02　高齢者叙勲

　　ともしびの賞／兵庫県農業賞

03　広報あこうのアプリ配信開始

04　確定申告のお知らせ

07　改正道路交通法のお知らせ

08　健康ページ

▪今月の内容

16　障がいを理由とする差別の

　　解消の推進について

18　情報コーナー

22　忠臣蔵の散歩道

23　くらしのカレンダー
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本紙に掲載しきれなかった情報に

ついて市公式 Facebook ページに

おいて公開しているものもありま

すので、ぜひご覧ください。



　

平
成
28
年
10
月
１
日
に
発
令
さ
れ
た
高
齢

者
叙
勲
に
つ
い
て
、
赤
穂
市
か
ら
は
地
方
自

治
の
振
興
・
発
展
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

根
来
良
一
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

と
も
し
び
の
賞

高
齢
者
叙
勲

兵
庫
県
農
業
賞

根
来 

良
一
さ
ん

 

（
88
歳　

宮
前
町
）

 

元　

市
収
入
役

佐
方 

直
陽
さ
ん 

（
坂
越
）

松
田 
　
靜
さ
ん 

（
有
年
牟
礼
）

　永年にわたり赤穂ゆかりの山鹿素行の

研究や文化財・伝統行事の保存継承に取

り組むとともに地域の風物を切り絵で再

現するなど地域文化の向上に尽くされた

として、兵庫県知事より平成28年度ともし

びの賞が贈られました。

　昭和56年の就農後、女性農業者の資質向
上を目指して、女性農業者グループを立ち上
げ、農業経営についてのノウハウ等の提供を
行っている。また、６次産業化に取り組む若
手農業者に対しても、加工・販売に関する自
らの経験やノウハウを伝え、地域への農業者
の定着にも貢献しているとして兵庫県知事よ
り平成28年度農業賞が贈られました。

　４月８日任期満了に伴う赤穂市議会議員選挙は、

告示日３月26日（日）、投票日４月２日（日）の選挙日

程となっています。

立候補を予定されている人へ

　立候補予定者説明会が次のとおり開催されます。

●日時　２月24日（金）

　　　　 ▽受付＝午後１時　 ▽開始＝午後１時30分

●場所　市役所２階　204会議室

●持参するもの　立候補予定者及び説明会出席者の

両者の印鑑

●出席できる人数　立候補予定者１人につき、２人

以内（立候補予定者を含む。）

問選挙管理委員会　☎４３・６８４６

投票日は4月2日 
 赤穂市議会議員選挙

「災害時等における救助用物資

の供給等に関する協定」を締結

広報広報

のアプリ配信を開始しました

問企画広報課 広報担当　☎４３・６８７３

( 注意事項 )
「マチイロ」は、広告代理店・株式会社ホープが作成したものです。アプリ閲覧中は広告が表示されますが、その内容に

赤穂市は一切責任を負いません。利用規約・プライバシーポリシー等については、株式会社ホープのホームページをご覧
ください。
また、アプリに関するお問い合わせは、株式会社ホープまでお願いします。
　　■株式会社ホープ　〒810-0022　福岡市中央区薬院 1-14-5 MG 薬院ビル 7F　☎092・716・1404

利用方法

マチイロの便利な機能

STEP

1

「マチイロ」をダウンロードする

次の QR コードを読み取り、「マチイロ」をダウ
ンロードしてください。QR コードを読み取れな
い場合は「マチイロ」で検索するか、アドレス
http://machiiro.town/ を入力して「マチイロ」
のホームページからダウンロードしてください。

STEP

2

個人設定を入力する

（氏名や住所などの情報を入力する必要

はありません。）

①「マチイロ」アプリを起動する。

②設定画面で、「お住まいの地域」を「赤

穂市」等に設定する。

　広報紙画面で他の自治体の広報紙を

追加で登録できます。

　最大の特徴は何といっても「い

つでもどこでも読める」ことです。

外出中にイベント情報を確認する

など、紙の広報紙を持ち歩くこと

なくその場で情報をチェックでき

ます。また、「子育て」などのカ

テゴリーを登録することで市や県

のホームページの関連情報の新着

通知を受け取れ、すぐに確認でき

ます。

● iOS 版 ● Android 版

　自治体等の広報紙を閲覧できる無料アプリ

「マチイロ」での配信を開始。

　スマートフォンやタブレットなどで、いつ

でもどこでも『広報あこう』を読むことがで

きるようになりました。

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

　大規模災害が発生した場合に、避難所の生活

物資が不足することが考えられることから１月

27日、ゴダイ株式会社と協定を締結しました。

救助用物資を供給していただくことで、市民の

皆さまの避難生活に大きな役割を果たしてくれ

るものと期待されます。

調印式で握手をする
浦上代表取締役社長（左）と明石市長
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税
務
署
（
所
得
税
の
み
）
と

別
記
表
の
日
程
に
よ
り
赤
穂

市
民
会
館
な
ど
で
行
い
ま
す
。

都
合
の
よ
い
日
に
必
要
な
資

料
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

申
告
は
納
税
者
が
申
告
書

を
ご
自
分
で
作
成
し
て
い
た

だ
く
自
書
申
告
方
式
に
な
っ

て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
申

告
書
に
住
所
、
氏
名
、
扶
養
家

族
名
等
を
ご
記
入
の
上
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
期
間
当
初
並
び

に
申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま

す
と
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
1
月
1
日
現
在
、

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成

28
年
中
（
1
月
1
日
～
12
月
31

日
）
に
収
入
が
あ
る
次
の
よ
う

な
人
は
、
必
ず
申
告
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

１

事
業
収
入
や
不
動
産
収
入

が
あ
る
人

①  

営
業
、
農
業
、
大
工
、
左
官

や
外
交
員
な
ど
を
さ
れ
て

い
る
人

②  

地
代
、
家
賃
、
配
当
や
年
金

な
ど
の
各
種
収
入
が
あ
る

人
（
不
動
産
所
得
の
経
費
に

算
入
す
る
固
定
資
産
税
は
、

平
成
28
年
度
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
課
税
明
細

書
の
「
税
額
相
当
」
を
集
計

し
て
く
だ
さ
い
。
）

２
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人

①  

給
与
収
入
が
２
︐
０
０
０
万

円
を
超
え
る
人

②  

給
与
を
1
ヵ
所
か
ら
受
け

て
い
る
人
で
、
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
に
も
所
得

が
あ
る
人
（
市
県
民
税
の
場
合

は
、
こ
れ
が
20
万
円
以
下
で
も

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
）

③  

給
与
を
2
ヵ
所
以
上
か
ら

受
け
て
い
る
人

④  

所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
さ

れ
な
い
事
業
所
な
ど
か
ら

給
与
を
受
け
て
い
る
人

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
人
は
収
入
の
な
い
人
で

も
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
合
も

申
告
が
必
要
で
す
。

①  

非
課
税
収
入
（
遺
族
年
金
、

⃝

申
告
の
受
け
付
け
は

⃝

申
告
が
必
要
な
人

⃝


国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人

所
得
税
等
が
還
付
さ
れ
る
場
合

　

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
で
も
、

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
確
定
申

告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

１  

平
成
28
年
の
中
途
で
退
職

し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ

た
人
で
、
年
末
調
整
を
受
け

な
か
っ
た
人

２  

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

場
合
（
介
護
保
険
制
度
下
で

の
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
居
宅

サ
ー
ビ
ス
の
対
価
に
対
し
て

も
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
）

３  

災
害
や
盗
難
な
ど
に
よ
り
、

一
定
の
資
産
に
損
害
を
受
け

た
場
合

４  

所
得
が
少
な
い
人
で
、
配
当

所
得
、
株
式
等
譲
渡
所
得
や

原
稿
料
収
入
が
あ
る
場
合

（
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
人
は
国
保
税
が
高

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

５  

寄
付
金
控
除
、
政
党
等
寄
付

金
特
別
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合

６  

住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て

マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
、
購
入
、

増
改
築
等
を
し
、
一
定
の
要

件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
（
適

用
要
件
や
必
要
書
類
は
、
相

生
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
）

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は

確
定
申
告
書
の
提
出
が
不
要

で
す
。

⃝


要
件　

公
的
年
金
等
の
収

入
金
額
（
2
ヵ
所
以
上
の

場
合
は
そ
の
合
計
額
）
が

４
０
０
万
円
以
下
、
か
つ
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以

下
に
該
当
す
る
人

　

な
お
、
要
件
に
該
当
す
る
場

合
で
も
、
医
療
費
控
除
の
追
加

等
で
所
得
税
等
の
還
付
を
受
け

る
人
は
、
税
務
署
へ
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
税
等
の
確
定
申

告
書
の
提
出
が
不
要
で
も
、
市

県
民
税
で
生
命
保
険
料
控
除
等

を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
市

県
民
税
の
申
告
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

︻
収
入
関
係
︼

⃝


源
泉
徴
収
票　

給
与
所
得
、

公
的
年
金
等
の
あ
る
人

　

労
務
日
数
や
賃
金
が
確
認
で

き
る
書
類
（
会
社
か
ら
の
支
払

い
証
明
書
な
ど
）

⃝


収
支
内
訳
書　

事
業
所
得
等

の
あ
る
人
は
、
総
収
入
金
額

や
必
要
経
費
の
内
容
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。（
農
業
所
得

の
あ
る
人
も
収
支
計
算
が
必

要
で
す
。
）

︻
控
除
関
係
︼

　

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る

人
は
、
領
収
書
及
び
保
険
金
な

ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
わ

か
る
書
類
（
領
収
書
は
医
療
を

受
け
た
人
、
病
院
等
の
別
々
に

集
計
し
て
く
だ
さ
い
。
）

※  

介
護
に
係
る「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」に
つ
い
て
は
10
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

雑
損
控
除
（
災
害
・
盗
難
等
）

を
受
け
ら
れ
る
人
は
、
損
害
等

の
明
細
書
、
災
害
関
連
支
出
の

領
収
書

　

生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保

険
料
及
び
介
護
医
療
保
険
料
の

控
除
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、
そ

の
証
明
書

　

社
会
保
険
料
控
除
（
国
民
年

金
保
険
料
控
除
証
明
書
が
必
要

で
す
。
）
、
小
規
模
企
業
共
済
等

掛
金
控
除
、
地
震
保
険
料
控
除
、

寄
付
金
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人

は
、
そ
の
証
明
書
又
は
受
領
証

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
は
、
そ
の
手
帳

※  

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人
で
身
体
の
状
況
や
認

知
症
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

特
別
障
害
者
又
は
障
害
者
の

控
除
対
象
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
10
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

⃝

印
鑑

　

所
得
税
の
還
付
が
あ
る
人

は
、
金
融
機
関
の
口
座
番
号
（
申

告
者
名
義
の
口
座
）

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
へ

※  

平
成
28
年
分
の
申
告
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
も
し
く
は
通
知
カ
ー
ド
＋
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
等
）
の
提
示
又
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

  　

郵
送
に
よ
る
申
告
の
場
合
も
同
様
の
書
類
の
写
し
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

　

  　

ま
た
、
代
理
人
に
よ
る
提
出
の
場
合
は
本
人
の
通
知
カ
ー

ド
等
の
写
し
に
加
え
、
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
と
委
任

状
の
添
付
が
必
要
で
す
。

■税務署・税理士による所得税等の申告受付日程

区　　　分 会　　場 月　　日

○所得税相談
○税理士による相談

市民会館
２月22日（水）
２月23日（木）
２月24日（金）

●申告受付時間

　午前９時30分～ 11時、午後１時～３時30分
　※譲渡所得・贈与税の申告相談は行っていません。
　※  市民会館の駐車スペースには限りがあるため、

大変な混雑が予想されますのでご留意ください。

■市・県民税の申告受付日程

会　　場 ２　月 ３　月

赤 穂 市 民 会 館
★２月22日（水）
★２月23日（木）
★２月24日（金）

城 西 公 民 館 ★２月20日（月） ３月15日（水）

塩 屋 公 民 館
★３月１日（水）
★３月８日（水）

３月14日（火）
赤 穂 西 公 民 館 ３月７日（火）
福 浦 コ ミ セ ン ２月21日（火）

尾 崎 公 民 館 ★２月17日（金）
★３月６日（月）

３月13日（月）
御 崎 公 民 館 ★２月27日（月） ３月９日（木）
坂 越 公 民 館 ２月28日（火） ３月10日（金）
高 雄 公 民 館 ３月３日（金）
有 年 公 民 館 ★２月16日（木） ３月２日（木）

●申告受付時間：午前９時30分～午後４時
　※  市役所税務課窓口では、申告受付は行っていま

せん。
　※赤穂市民会館は混雑が予想されます。
　※  ★印がついた日は正午から午後１時までの申告

受付はできません。

始まります　税の申告受付

　

税
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
申

告
は
、
平
成
28
年
中
の
所
得
税
額
を
計
算
す

る
ほ
か
、
平
成
29
年
度
の
市
県
民
税
・
国
民

健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
等

の
算
出
の
基
礎
と
な
る
大
切
な
も
の
で
す
。

●問い合わせ先

　税務課市民税係　☎４３・６８０３
　相生税務署　代表☎２３・０２３１
※  申告用紙がない人は、税務課、各地区申告受付会場に

ありますのでご利用ください。

始
ま
り
ま
す

税
の
申
告
受
付

２
月
16
日
︵
木
︶
～
３
月
15
日
︵
水
︶

雇
用
保
険
、
仕
送
り
な
ど
）

が
あ
る
人

②  

土
地
、
建
物
な
ど
を
売
っ
て

譲
渡
所
得
が
あ
る
人
（
特
別

控
除
以
下
の
場
合
も
）

※  

申
告
に
よ
り
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

次
の
人
は
郵
送
に
よ
る
申
告

が
で
き
ま
す
。
①
国
民
健
康
保

険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
申
告
で
、
前
年
中
に
所
得

が
な
か
っ
た
人
②
所
得
税
の
確

定
申
告
で
、
特
に
申
告
相
談
の

必
要
が
な
い
人

※  

申
告
書
に
必
要
事
項
を
記

入
、
押
印
の
上
、
添
付
書
類

（
源
泉
徴
収
票
、
国
民
年
金

保
険
料
控
除
証
明
書
、
生
命
・

地
震
保
険
料
控
除
証
明
書
な

ど
）
を
同
封
し
、
次
の
住
所

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

⃝

郵
送
に
よ
る
申
告

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
申
告

　

〒
678

－

0292

　

赤
穂
市
加
里
屋
81
番
地

 

赤
穂
市
役
所
税
務
課

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
確
定
申
告

　

〒
678

－

0055

　

相
生
市
那
波
本
町

 

６
番
1
号

 

相
生
税
務
署　
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マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

　マイナンバー制度をかたる不審な問い合わせやメール、個人情報の取得にご注意ください。
　●問い合わせ先　・通知カード、マイナンバーカードについて 市民課戸籍係　☎４３・６８１９
　　　　　　　　　・制度全般について  行政課情報政策係　☎４３・６８５１

マイナンバー制度のお知らせ
マイナンバーは一生使うものです。大切にしてください。

Ａ  　

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
は
︑
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

マ
イ
キ
ー
部
分
︵
電
子
証
明
書
と

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
空
き
領
域
の
部

分
︶
を
利
用
し
︑
図
書
館
や
商
店

街
な
ど
の
カ
ー
ド
と
し
て
使
え
る

よ
う
に
す
る
仕
組
み
の
こ
と
を
言

い
ま
す
︒

　

公
共
施
設
や
商
店
街
な
ど
で
の
各

種
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
し
て
、
行
政
の

効
率
化
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋

げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
行
政
だ
け
で
は
な
く
民
間
で
も
活

用
が
可
能
で
す
。

　

赤
穂
市
で
も
住
民
票
の
写
し
な
ど

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
て
お
り
、
他
に
も
国
等
に
お
い
て

図
書
館
等
の
利
用
者
カ
ー
ド
や
、
民

間
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と
し
て
の
利

用
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
用
し

て
い
な
い
た
め
、
利
用
に
伴
う
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
情
報
の
漏
え
い
の
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。

Ｑ   

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
っ
て
何
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度 

Q
＆
A

納
税
が
著
し
く
困
難
な
人
は

　

会
社
な
ど
を
退
職
（
定
年
退

職
・
自
己
都
合
退
職
を
除
く
）

さ
れ
、
そ
の
後
3
ヵ
月
以
上
無

職
、
無
収
入
で
あ
る
場
合
な
ど
、

納
税
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
人
は
、
前
年
の
所

得
に
応
じ
て
減
免
が
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
役
所
税
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○  

給
与
所
得
控
除
の
上
限
額

が
、
左
記
の
と
お
り
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。

○  

平
成
28
年
1
月
1
日
以
降
に

支
払
い
を
受
け
る
公
社
債
等

に
係
る
利
子
所
得
及
び
、
譲

渡
所
得
等
に
つ
い
て
、
国
債

や
地
方
債
な
ど
の
特
定
公
社

債
等
と
そ
れ
以
外
の
一
般
公

社
債
等
に
区
分
し
、
株
式
の

課
税
方
式
と
同
一
化
さ
れ
ま

す
。
譲
渡
所
得
等
に
つ
い
て

は
、
非
課
税
の
対
象
か
ら
除

外
し
た
上
で
、
申
告
分
離
課

税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
特
定
公
社
債
等
の
利

子
等
に
つ
い
て
は
、
利
子
割
の

課
税
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
、
配

当
割
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
一
般
公
社
債
等
の
利
子
等

に
つ
い
て
は
、
源
泉
分
離
課
税

が
維
持
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
源

泉
徴
収
選
択
特
定
口
座
内
の
特

定
公
社
債
等
の
譲
渡
所
得
と
し

て
申
告
し
た
場
合
、
株
式
譲

渡
所
得
割
の
課
税
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
税
負
担
に
左
右

さ
れ
ず
に
金
融
商
品
を
選
択

で
き
る
よ
う
、
特
定
公
社
債
等

の
利
子
及
び
譲
渡
損
益
と
上
場

株
式
等
に
係
る
所
得
等
の
損
益

通
算
や
繰
越
控
除
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
一
方
、
従
来
可
能
で

あ
っ
た
上
場
株
式
等
と
一
般
株

式
等
（
未
上
場
株
式
等
）
の
間
で

の
損
益
通
算
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

○  

日
本
国
外
に
居
住
す
る
親
族

に
係
る
扶
養
控
除
等
の
適
正

化
の
観
点
か
ら
、
国
外
居
住

親
族
に
係
る
扶
養
控
除
・
配

偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控

除
・
障
害
者
控
除
（
16
歳
未

満
の
扶
養
親
族
含
む
）
の
適

用
を
受
け
る
人
は
、
親
族
関

係
書
類
及
び
送
金
関
係
書
類

を
添
付
又
は
、
提
示
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。（
日
本
国
籍
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で

納
税
義
務
が
あ
る
人
が
対
象

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
当
該

書
類
が
外
国
語
で
作
成
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
訳
文
が

必
要
で
す
。
）

市
県
民
税
の
減
免

平
成
29
年
度
実
施
の

主
な
税
制
改
正
︵
個
人
市
県
民
税
︶

適用時期 給与収入額
控除の
上限額

現 行 1,500万円 245万円

平 成 29 年 度 1,200万円 230万円

平成30年度以降 1,000万円 220万円

■
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
確
定

申
告
書
等
が
作
成
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ

ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w

.n
ta.

g
o

.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

始まります　税の申告受付

一
定
の
違
反
行
為

75
歳
以
上

ポイント

2認知症のおそれ

認知機能検査の結果が

悪くなっている場合

臨時適性検査

又は

診断書提出命令

一定の違反行為をしたとき

運転免許証を更新するとき

ポイント

2

更新時の認知機能検査

認知症のおそれ

認知機能の低下のおそれ

75
歳
以
上

※手数料：5,650円

・実車指導（1時間）

・個別指導（1時間）

　計２時間

等

・実車指導

・個別指導　など

 　　計3時間

高齢者講習

（高度化）

※手数料：7,550円

・実車指導　など

 　　計２時間

高齢者講習

（合理化）

※手数料：4,650円

75
歳
未
満

認知機能の低下のおそれなし

診断結果

ポイント

1

ポイント

1

平成29年３月12日

スタート 改正道路交通法が施行されます

リスクの高い運転者への対策

高齢運転者

対策の推進

臨時適性検査制度の
見直し2.

高齢者講習の
合理化・高度化3.

●臨時高齢者講習

臨時認知機能検査・
臨時高齢者講習1.新

設

新設 新設

●臨時認知機能検査

【一定の違反行為の例】

・ 信号無視
・ 通行区分違反
・ 一時不停止 等

臨時認知機能検査 臨 時
高齢者講習

ポイント

2

■免許の区分、受験資格等の改正概要について

普通免許

普通自動車

18歳以上

中型免許

 中型自動車 

20歳以上   普通免許等保有2年

改
正
後

改
正
前

3量載積大最 トン 6.5トン

5量重総両車 トン 11トン

普通免許

普通自動車

18歳以上

中型免許

中型自動車

20歳以上   普通免許等保有2年

準中型免許

準中型自動車

18歳以上

大型免許

大型自動車

21歳以上   普通免許等保有3年

大型免許

大型自動車

21歳以上   普通免許等保有3年

5.6量載積大最 トン

11量重総両車 トン3.5 トン

2 トン

7.5 トン

4.5 トン

18 歳から

普通免許なしでもOK！

18歳から取得可能な免許

準中型免許

の新設

準中型免許の新設1.
準中型免許の
受験資格・教習日数2.

すでに普通免許を
保有している方は4.

準中型免許に係る
初心運転者期間制度3.

警察庁・兵庫県警察

改正前は３年に１度の免許証

の更新のときだけ受けることと

されていた認知機能検査につい

て、一定の違反行為があれば、３

年を待たずに、受けることになり

ます。

75歳以上の運転者が、認知機能が

低下したときに起こしやすい違反行

為をしたときは、新設された｢臨時

認知機能検査｣を受けなければなり

ません。

臨時認知機能検査を受け、認知機

能の低下が運転に影響するおそれ

があると判断された高

齢者は、新設された「臨

時高齢者講習」（個別

指導と実車指導）を受

けなければなりません。

引き続き車両総重量５トン未満の

自動車を運転することができます。

さらに限定解除審査（※）に合格

すれば車両総重量５トン以上 7.5

トン未満の自動車の運転も可能と

なります。

※審査は、指定自動車教習所で最

低４時限の教習等を受けた上で

の審査又は免許試験場での技能

審査等のいずれかになります。

初めて準中型免許を取得した方は、

準中型自動車を運転するときには

１年間初心者マークを付けなけれ

ばなりません。

準中型免許は、18歳から普通免許

なしでも取得できます。教習では、

最短17日で取得可能です。

※普通免許は最短15日

準中型免許では、車両総重量7.5ト

ン未満（最大積載量4.5トン未満）

の自動車を運転できます（普通自

動車も運転できます）。

普通免許で運転できる自動車は車

両総重量3.5トン未満（最大積載量

２トン未満）となります。

改正前と異なり、認知機能

検査で認知症のおそれがあると

判定された方は、違反の有無を

問わず、医師の診断を受けるこ

とになります。

更新時の認知機能検査又は臨時認

知機能検査で認知症のおそれがあ

ると判定された方は、臨時適性検

査（医 師 の 診 断）を 受け、又 は、

命令に従い主治医等の診断書を提

出しなければなりません。

※医師の診断の結
果、認知症と判
断された場合は
運転免許の取消
し等の対象とな
ります。

認知機能検査の結果によって受け

る講習の内容等が変わります。高

齢者講習は、75歳未満の方や、認

知機能検査で認知機能の低下のお

それがないと判定された方に対し

ては２時間に合理化（短縮）されま

す。その他の方に対しては、個別指

導を含む３時間の講習となります。

問赤穂警察署　☎43・0110
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花
粉
症
の
セ
ル
フ
ケ
ア

マ
ス
ク
や
メ
ガ
ネ
が
有
効
で
す

　

鼻
と
目
に
花
粉
が
付
着
し
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
防
御
器
具
が

有
効
に
な
り
ま
す
。

　

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
花
粉
が
レ
ン

ズ
と
結
膜
の
間
で
擦
れ
る
の
で
、
メ
ガ

ネ
に
替
え
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
視

力
が
良
好
な
人
で
も
、
い
わ
ゆ
る
ダ
テ

メ
ガ
ネ
で
も
有
効
で
す
。
着
用
に
違
和

感
の
な
い
花
粉
症
用
メ
ガ
ネ
も
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
通
常
の
メ
ガ
ネ
だ
け

で
も
、
メ
ガ
ネ
を
し
て
い
な
い
と
き
の

目
に
入
る
花
粉
量
の
半
分
以
下
に
な
り

ま
す
。

　

マ
ス
ク
の
着
用
も
有
効
で
す
。
通
常

の
マ
ス
ク
に
湿
っ
た
ガ
ー
ゼ
を
挟
み
込

む
だ
け
で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
花
粉

症
用
の
マ
ス
ク
で
は
、
か
え
っ
て
息
苦

し
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

洋
服
に
つ
い
て
は
、
羊
毛
類
の
衣
類

は
花
粉
が
付
着
し
や
す
く
、
花
粉
を
室

内
な
ど
に
持
ち
込
み
や
す
い
こ
と
も
分

か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
服
装
に
も
気
を

つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

目
や
鼻
を
洗
う
と
花
粉
症
の
症
状
が

軽
く
な
り
ま
す
が
、
時
に
は
悪
化
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
家
に
帰
っ
て
き
た
ら
、

顔
全
体
を
洗
っ
て
花
粉
を
と
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
の
見
直
し

　

毎
日
の
生
活
で
は
、
粘
膜
を
傷
つ
け

る
タ
バ
コ
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

規
則
正
し
い
生
活
や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
が
必
要
で
す
。
医
学
的
に
は
、

特
に
花
粉
症
に
良
い
と
い
わ
れ
る
よ
う

な
種
類
の
食
材
の
み
を
多
く
摂
取
し
て

も
、
大
き
く
症
状
が
悪
く
な
っ
た
り
、

良
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

保健センター　☎４６・８７０１ 健康ページ

花
粉
症
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
!!

花粉症の約70％はスギ花粉症だと推察されま

す。スギは年を越して暖かくなり始めると、

雄花が開花して花粉が一斉に飛び始めます。

□ 

花
粉
情
報
に
注
意
す
る

□ 
  

飛
散
の
多
い
と
き
の
外
出
を
控
え
る

□ 
  

飛
散
の
多
い
と
き
は
窓
、
戸
を
閉
め
て

お
く

□ 
  

飛
散
の
多
い
と
き
は
外
出
時
に
マ
ス

ク
、
メ
ガ
ネ
を
使
う

□ 
  

帰
宅
時
は
、
衣
服
や
髪
を
よ
く
払
っ
て

か
ら
入
室
す
る
。
洗
顔
、
う
が
い
を
し

て
、
鼻
を
か
む

□ 

掃
除
を
励
行
す
る

□ 
  

表
面
が
け
ば
け
ば
し
た
毛
織
物
な
ど

の
コ
ー
ト
の
使
用
は
避
け
る

■
花
粉
症
の
予
防
リ
ス
ト
■

４月１日から

親子健康手帳（母子健康手帳）の

 交付場所が保健センターに変わります

250

250

JR赤穂線

千種川

加
里
屋
川

ジョイフル

南野中

南野中三差路

春日神社

イオン赤穂店

ガソリン
スタンド

南野中西

赤穂変電所

赤穂すこやかセンター

■位置図

交付場所

　３月31日まで　市役所　子育て健康課

　４月１日から　保健センター

 （赤穂すこやかセンター 1階）

交付時に必要な物

●妊婦本人が届出する場合

　 ▽妊娠届出書　 ▽印鑑　 ▽個人番号カード

●本人が届出に来られない場合

　 ▽妊娠届出書　 ▽印鑑　 ▽委任状

　 ▽妊婦本人の個人番号カード

　 ▽代理人の本人確認ができるもの

問い合わせ先

　保健センター　☎４６・８７０１

　現在は、親子健康手帳（母子健康手帳）交付後に、

保健師が電話による相談を行っていますが、４月１

日からは、手帳の交付時に直接相談を行います。

　「いきいき百歳体操」は専

用の重りを使った筋力運動

です。地域の仲間と一緒に、

自主的に運動を実践するこ

とで、体力をつけるだけで

なく、地域で孤立せず、仲

間づくりにも役立つ体操

です。

　現在、赤穂市で19グルー

プの方々が「いきいき百歳

体 操 」に 取 り 組 ま れ て い

ます。

　１月20日に実践グループの方々とグループを支

援する介護や保健の関係職員を対象に、リーダー養

成講座と交流会を開催しました。

　専門医による認知症予防の講演や、理学療法士に

よる体操に取り組むうえでの注意点を学びました。

　受講者の72名には「いきいき百歳体操活動リー

ダー認定証」を発行し、今後の活動に活かしていた

だきます。

　今後も「いきいき百歳体操」の活動の輪を広げてい

きましょう。

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

　今回は水源地や配水池から皆さんの家庭や会社などに水道水を運んでいる水道管についてお話しします。

　水道管は人間の血管とよく似ていると言われます。それは水道管も血管も水や血液を循環させて都市や体を機

能させているからです。赤穂市内全域に張り巡らされている水道管は約300㎞あり、その内、管の寿命と言われる

40年を経過したものが50㎞を超え老朽化が進んでいます。

　歳を取ると血管にコレステロールがたまらないように日々の健康管理が大切になります。水道管も同じように

地道な日々のメンテナンスが必要となっています。

　また、新たな水道管に求められていることとして耐震化があります。現在、赤穂市では阪神淡路大震災の際に

漏水事故が無かった耐震管を使用し、管の更新を進めています。

　水道の蛇口をひねるといつでも飲める水が出て来るのが決して当たり前ではなく、それを将来にわたって維持

するために、膨大な管路のメンテナンスと耐震化をいかに効率よく行って行くかが課題となっています。　  （Ｆ）

赤穂市上下水道部の話 ②
▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

　今回は水源地や配水池から皆さんの家庭や会社などに水道水を運んでいる水道管についてお話しします。

ののの
▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

　今回は水源地や配水池から皆さんの家庭や会社などに水道水を運んでいる水道管についてお話しします。

ののの水兵 庫 県 健 康 福 祉 部 参 事
（認知症対策担当）兼

兵庫県北播磨県民局
加東健康福祉事務所長
 柿木　達也 先生

いきいき百歳体操
リーダー養成講座・交流会を

 開催しました
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国保医療だより

ご存じですか？高額療養費制度

 医療介護課 国保医療係　☎ 43・6813

国民年金掲示板

ライフスタイルが変わったら、忘れず届出を！

 市民課 年金担当　☎ 43・6820

１．障害者控除

　要介護認定を受けた65歳以上の人は、介助の

必要性や認知症の度合い等により、障害者手帳

等がなくても障害者控除が受けられる場合があ

ります。要件に該当する人は、申請により、当

該年度の12月31日現在の状態を、要介護認定調

査票で確認し、「障害者控除対象者認定書」を交付

します。

２．医療費控除

（１）おむつ代

　要介護認定を受け、おむつ代の医療費控除を

受けるのが２年目以降の人は、申請により、寝

たきりの度合いや尿失禁の有無を主治医意見書

で確認し、「おむつ使用確認書」を交付します。

　なお、初めておむつ代についての医療費控除

を受ける人や、主治医意見書の内容が所定の要

件を満たさない人は、別途医師が発行する「おむ

つ使用証明書」が必要です。

届出を忘れると、

　・将来受け取る年金額が減額されたり、

　・  万が一、病気やケガで障害が残ったときや、亡くなったときに

障害年金や遺族年金が受けられなくなる場合があります。

　医療機関等の窓口で支払った医療費の自己負担額が、

１か月に一定の額（自己負担限度額）を超えた場合、申請

をして認められれば、その超えた額が高額療養費として

あとから支給されます。

　なお、70歳以上の人の自己負担限度額については、

平成29年８月１日から一部見直される予定です。

　詳しくは、国保医療係までお問い合わせください。

▽申請に必要なもの

　①被保険者証②医療機関等発行の領収書③印鑑

　④振込先の口座が確認できるもの

　また、個人番号（マイナンバー）の記載が必要となりま

すので、受診者の個人番号カード又は個人番号通知カー

ド、窓口に来られる人の本人確認ができるものを提示し

てください。

介護保険相談室

確定申告の準備を！ 介護保険と関係のある控除について
高齢者を見守る支えるネットワーク

医療介護課 介護保険係　☎ 43・6947
税務課 市民税係　☎ 43・6803

心と健康を確かめる「場」
　有年地区老人会では、奇数月にグラウンドゴルフ

大会を行っています。各地区から12チームの参加に

より、総人数72名程度です。

　千種川の河川敷グラウンドを使用していますが、

夏場には草刈や除草をしたり、雨の降った翌日は、

鹿の足跡がグラウンドいっぱいに残っているため、

役員総出でグラウンド整備をしています。

　有年牟礼から西有年まで地域が広いため、日頃顔

を合わせる機会が少ない会員同士で、試合そっちの

けで久しぶりの話に花が咲きます。

　話の中身といえば、当然健康と物忘れの話です。

お互い遠慮のない話程楽しい話はないと思います。

たまにスコアを気にする人もいますが、ほとんどの

人は気にしません。

　午前中の半日開催で、お互いの心と体の健康を確

かめ合うのが、有年地区老人会のグラウンドゴルフ

大会です。

 　有年地区　福本　俊弘

市老連だより いきいき赤穂 №23 有年地区老人クラブ連合会

　手続きには、年金手帳など必要な

書類がありますので、事前におたず

ねください。

　次のような事例に該当したときは、市民課年金担当、又は姫路年金事務所までお問い合わせください。
こんなとき どこに問い合わせるか？

会社を退職したとき

市役所

配偶者の扶養からはずれたとき ( 離婚したとき含）
海外に居住するとき
海外から帰ったとき
60 ～ 65歳になるまで任意加入したいとき

20歳になったとき
第1号被保険者
第3号被保険者

配偶者の勤務先結婚や退職等で配偶者の扶養になったとき

年金手帳をなくしたとき
第3号被保険者
第1号被保険者

市役所・姫路年金事務所
学生のため保険料の納付猶予を申請したいとき
保険料を納めるのが困難なとき
納付書を紛失したとき
クレジットカード納付を申し込む ( 変更する）とき

口座振替を申し込む ( 変更する ) とき 金融機関・市役所・姫路年金事務所

定額以上の保険料を納めたいとき（付加保険料） 市役所

●問い合わせ先　市民課年金担当　　☎４３・６８２０
　　　　　　　　姫路年金事務所　　☎０７９・２２４・６３８２
　　　　　　　　ねんきんダイヤル　☎０５７０・０５・１１６５

（２）介護サービスの利用に係る費用

下表の医療費控除の対象となる範囲が控除対象となります。

サービスの種類（介護予防を含む） 医療費控除の対象となる範囲

在
宅
サ
ー
ビ
ス

医
療
系

①訪問看護
②訪問リハビリテーション
③居宅療養管理指導

サービス費の自己負担分

④通所リハビリテーション サービス費の自己負担分と食費

⑤短期入所療養介護 サービス費の自己負担分と食費、滞在費

福
祉
系

⑥訪問介護（生活中心型除く）
⑦訪問入浴介護
⑧夜間対応型訪問介護
⑨通所介護・地域密着型通所介護
⑩認知症対応型通所介護
⑪小規模多機能型居宅介護
⑫短期入所生活介護

サ ー ビ ス
費 の 自 己
負担分

①～⑤のサービスと
併せて利用する場合
のみ、医療費控除の
対象

施
設
サ
ー
ビ
ス

⑬介護老人保健施設
⑭介護療養型医療施設

サービス費の自己負担分と食費、
居住費

⑮介護老人福祉施設
⑯指定地域密着型介護老人福祉施設

サービス費の自己負担分と食費、
居住費のそれぞれ２分の１の額。

※  高額介護サービス費の払い戻しを受けた場合は、払い戻し金額を差し引
いた残りの金額が対象

※日常生活費、特別なサービス費用、特別な食事・居住費は対象外

70歳未満の人

所得区分
（旧ただし書所得）

自己負担限度額
※4回目以降

㋐ 901万円超
252,600円 ＋

（総医療費－842,000円）×1％
140,100円

㋑ 600万円超
　 901万円以下

167,400円 ＋
（総医療費－558,000円）×1％

93,000円

㋒ 210万円超
　 600万円以下

80,100円 ＋
（総医療費－267,000円）×1％ 44,400円

㋓ 210万円以下 57,600円
㋔ 市民税非課税世帯 35,400円 24,600円

・旧ただし書所得 ：   総所得金額等から基礎控除額（33万円）を差し
引いた額

・市民税非課税世帯 ：   世帯主及び国保加入者全員が市民税非課税
の世帯

70歳以上75歳未満の人

所得区分
自己負担限度額

外来のみ
（個人単位）

外来 ＋ 入院
（世帯単位）

㋕ 現役並み
　 所得者

44,400円

80,100円 ＋
（総医療費－267,000円）

×1％
※ 4回目以降  44,400円

㋖ 一般 12,000円 44,400円

㋗ 低所得者
Ⅱ

8,000円
24,600円

Ⅰ 15,000円

・現役並み所得者 ：   70歳以上75歳未満の国保加入者
で、地方税法上の課税所得が145
万円以上の人がいる世帯

・低所得者Ⅱ ：   世帯主及び国保加入者全員が市民税非
課税の世帯

・低所得者Ⅰ ：   世帯主及び国保加入者全員が市民税非
課税で、かつ課税所得が0円の世帯※  同じ世帯で、過去12か月間に高額療養費の支給を４回以上受

けている場合は、４回目以降は自己負担限度額が引き下げら
れます。
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１月28日、有年小学校では６年生９名が児童創作劇

「有年物語」として有年に伝わる民話「ナマズ峠の伝説」

「灰の縄ない」を中心に創作した劇を上演しました。

（写真は1/25のリハーサル時）

熱演「有年物語」　有年小学校

１月８日、ハーモニーホールで平成29年成人祝賀式が開催され、新成人447名

（男性240名、女性207名）が出席しました。雨天にもかかわらず、振り袖や

スーツ姿の新成人たちは旧友との再会に笑顔満開でした。

新成人を代表してステージ上

で抱負を発表する船曳真央さ

ん（上段）と村井桃果さん。

播州赤穂 発  未来 行き  ～感謝を乗せて～  平成29年成人祝賀式

今シーズン一番の寒波により、雪が舞う中、消防出初式が開催

されました。恒例の放水合戦では寒さに負けず、消防団員が水

を掛け合い、勇ましい姿を披露しました。 （１/15  千種川河川敷）

安心への誓い新たに  赤穂市消防出初式

有年原の森田知善さんは平成28年３月に就農され、ビニール

ハウスでのイチゴ栽培を開始（ありなしファーム）。就農１

年目のイチゴが甘く、大きく育ちました。将来はイチゴ狩り

も出来るようにしたい、有年の活性化を！とのことで、昨

シーズンからイチゴ狩りを開始したまるおファームさん（中

広）と共に赤穂の新しい魅力を発信中です。    （１/23   有年原）

イチゴで有年に元気を！　森田知善さん

平成26年に29年ぶりに復活した坂越鳥井町の曳きとんど、今年

は３年ぶりの復活です。とんどを燃やす平地がないためとんど

を台車に乗せて海岸まで運び、燃やします。全国的にも例のな

い坂越唯一の行事を後世に伝えるため、雪が舞う厳しい寒さの

中、子どもから大人まで皆で力を合わせて曳きました。（１/15)

伝統を継承　坂越鳥井町曳きとんど

坂越小学校では集団遊びを通じて、ルールを守って児童

自らが工夫して楽しく活動することを目的に伝承遊びが

年に数回行われています。１月はケンケンで相撲をする

「おんどり相撲」などをして１年生の児童が元気一杯遊

びました。　　　　　　　　　　　　　　　　  （１/12）

ルールを守って楽しく　坂越小 伝承遊び

故小幡元市長の孫にあたる川上潔さんから赤穂ふる

さとづくり寄付金として、５千万円の寄付をいただ

き、市長から感謝状が贈られました。

市の発展のために他の皆さまからいただきました寄

付金と同様に大切に活用させていただきます。

（１/16  市長室)

祝
成
人

赤穂出身のプロボクサー小國以載選手が京都で行われたIBF世

界スーパーバンタム級タイトルマッチに出場。これまで22戦

22勝22KOの「怪物」王者グスマン選手からダウンを奪うな

ど見事な試合運びで、３－０の判定で快勝。赤穂出身の世界

チャンピオンが誕生しました。　 （12/31  島津アリーナ京都）

１月15日、京都で行われた皇后盃第35回全国

都道府県対抗女子駅伝競走大会に赤穂西中３

年の小林 朝さんが兵庫県代表として出場し、

３区を走りました。激しく雪が降る中７人抜

きの快走でチームの８位入賞に貢献しました。

（１/11  市長室）

World Champion!

全国女
子駅伝

出場

地元発展に役立てて

　 　ふるさとづくり寄付金高額寄付

フォトニュース

の記事は、赤穂市公式Facebookページ『赤穂市広報』にて公開しています。

の記事は、マーク上部のQRコードを読み込むと、赤穂市公式YouTubeチャンネル『Channel AKO』にて動画がご覧いただけます。

がついている写真は、写真が動き出す「AR（拡張現実）」を導入しています。動画を見るには無料アプリ「Aurasma」

が必要です。導入方法などについては市ホームページをご覧ください。(アドレス) http://www.city.ako.lg.jp/ar.html
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兵
庫
県
で
は
、「
ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日

を
定
め
る
条
例
」（
平
成
17
年
４
月
１
日

施
行
）
に
基
づ
き
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
経
験
と
教
訓
を
継
承
す
る
と
と
も

に
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

安
全
で
安
心
な
社
会
づ
く
り
を
期
す
る

日
と
し
て
、
１
月
17
日
を
「
ひ
ょ
う
ご

安
全
の
日
」
と
定
め
、
県
民
の
参
画
の

も
と
、「
ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
」
に
ふ
さ

わ
し
い
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

赤
穂
市
の
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で

は
毎
年
こ
の
時
期
を
「
震
災
を
知
り
、

伝
え
る
」
、「
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
」
機
会

と
し
て
、
追
悼
集
会
や
避
難
訓
練
、
震

災
講
演
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
１
月
17
日
午
前
５
時
46
分
淡
路
島
北
部
沖
を
震

源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
の
兵
庫
県
南
部
地
震
が
発
生
し
、 

６
，４
３
４
名
の
尊
い
命
が
亡
く
な
っ
た
未
曽
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま

に
防
火
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た

だ
き
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢

者
等
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減

少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

学
童
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

　

平
成
29
年
春
の
火
災
予
防
運
動
行
事

の
一
環
と
し
て
、
赤
穂
市
内
の
小
学
校

4
年
生
を
対
象
に
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
次
の
日
程

で
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

⃝

場
所
・
日
程

　

▽
イ
オ
ン
赤
穂
店

　

３
月
１
日
（
水
）
～
７
日
（
火
）

　

▽
プ
ラ
ッ
ト
赤
穂

　

３
月
８
日
（
水
）
～
13
日
（
月
）

平成28年中の火災状況

　市内で発生した火災は10
件でした。前年と比較する
と10件の減少となり、統計
を取り始めた昭和39年以降
で最少となりました。

【内訳】

　⃝建物火災　　５件
　⃝車両火災　　２件
　⃝その他火災　３件

春
の

火
災
予
防
運
動

 
⃝

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部 

予
防
課　

☎
43
・
６
８
８
２

３
月
１
日
（
水
）
～
７
日
（
火
）

　赤穂中学校では震災当時、淡路島で勤

務していた小野教頭先生による講演が行

われました。

　小野教頭先生の親友が震災による家屋

の倒壊で動けなくなり火災で亡くなった

こと、受験勉強をしていた赴任先の中学

校の生徒が鉛筆を握ったままの姿で亡く

なったことなどを熱心に語り、命の大切

さ、尊さを生徒に伝えました。

１
・
17
は
忘
れ
な
い

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
22
年

防衛省 自衛官候補生の募集
 ●問い合わせ先　市民課　☎４３・６８１９

農業委員・農地利用最適化推進委員の推薦・募集
 ●問い合わせ先　産業観光課 農林水産係　☎４３・６８４０　農業委員会事務局　☎４３・６８４５

看護師・助産師 職場復帰のための研修会を開催
 ●問い合わせ先　市民病院 看護部 教育担当　☎４３・３２２２（代表）

　防衛省では、次のとおり自衛官候補生を募集し

ています。

　希望される人は、志願書類を入手し、協力本部

に持参又は送付してください。

●募集種目　自衛官候補生（男子）

●資　　格　18歳以上27歳未満の人

●受付期間　年間通じて受付 

●第１次試験日　受付時にお知らせします

●志願書類の請求方法

　①  宛先を記入した返信用封筒（Ａ４判）に切手

（140円）を貼って同封し、『「自衛官候補生（男

子）志願書類」の請求であること』を明記して、

下記の協力本部にご請求ください。

　②  自衛官募集のホームページの資料請求から志

願書類を請求又はダウンロードしてください。

●問い合わせ先

　・自衛隊兵庫地方協力本部

　　〒651－0073　神戸市中央区脇浜海岸通1－4－3

　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸防災合同庁舎４F

 　☎０７８・２６１・８６００

 URL　http://www.mod.go.jp/pco/hyogo/

　・相生地域事務所 　☎２３・２７５０

　農業委員会法の改正に伴い、農業委員及び農地

利用最適化推進委員の推薦・募集を行います。

●募集期間　２月13日（月）～３月10日（金）

●農業委員　13名

・職務内容　  農地法などに基づく許認可審議、農

地利用最適化推進委員の行う現場活

動との連携など

●農地利用最適化推進委員　11名

・職務内容　  担い手への農地集積・集約、耕作放棄

地への発生防止・解消、新規就農の促

進などの現場活動

●応募資格　  農業に関する識見を有し、農地など

の利用の最適化推進に熱意のある人

●任期　平成29年７月20日から３年

※  詳しくは、産業観光課、農業委員会事務局で配

布の書類又は市ホームページをご覧ください。

　もう一度助産師・看護師として働いてみません

か？眠っているせっかくの資格を生かしません

か？

●募集条件　看護師・助産師免許を有し、将来的

に臨床現場への復帰を希望される潜在看護師・

助産師（当院への就職が、研修受講の条件ではあ

りません）

●募集人数　５名程度

●研修日時　３月７日（火）　

　午前９時30分～午後３時

●研修会場　市民病院４階寺子屋デイルーム

●ユニフォーム（スクラブ）　 ▽ 当院で用意します。

（申し込み時に洋服のサイズと身長をお知らせく

ださい）　 ▽ 髪が長い人は、まとめるためのピン

やゴムをご用意ください。

●準備するもの　 ▽ 筆記用具　 ▽ 白系の運動靴（上

履き）　 ▽昼食（食堂・コンビニもあります。）

●その他　研修日には、未就学のお子さんをお預か

りします。（申し込みの際に、申し出ください）　 ▽

一度研修受講された人でも、再度申し込みでき

ます。

●申し込み　2月28日（火）までに受講申込書に氏

名、住所等を明記し、市民病院までメール、FAX

又は電話。

●問い合わせ先

　市民病院　看護部　教育担当

 メール kango1090@amh.ako.hyogo.jp

 ☎４３・３２２２（代表）

 FAX ４３・０３５１

文化財防火デーに伴う消防訓練
（１月26日 大蓮寺周辺）
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﹁
木
も
れ
日
を
縫
う
﹂

 

谷　

 

瑞
恵

　

小
峰
紬
の
前
に
、
行
方

不
明
だ
っ
た
母
親
の
文
子

が
姿
を
現
し
た
。
紬
は
、

姉
の
麻
弥
と
絹
代
に
相
談

す
る
が
︙
。

﹁
誰
か
に
教
え
た
く
な
る
宇

宙
の
ひ
み
つ
﹂ 

竹
内 　

薫

　

宇
宙
は
ど
う
や
っ
て
で

き
た
の
？
子
ど
も
の
疑
問

に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
宇
宙
入
門
書
。

﹁
さ
れ
ど
オ
オ
カ
ミ
﹂

 

き
む
ら 

ゆ
う
い
ち

　

飼
っ
て
る
羊
や
に
わ
と

り
を
オ
オ
カ
ミ
に
襲
わ
れ

バ
ー
ト
ル
は
オ
オ
カ
ミ
の

ボ
ス
、
タ
オ
に
戦
い
を
挑

む
が
︙
。

﹁
魔
法
の
箱
﹂

 

ポ
ー
ル 

グ
リ
フ
ィ
ン

　

永
遠
な
ん
て
信
じ
て
い

な
い
少
年
と
、
永
遠
を
信

じ
た
い
少
女
、
ふ
た
り
の

こ
と
を
信
じ
て
い
る
犬
が

お
こ
す
魔
法
の
物
語
。

▪特別整理休館日のお知らせ

  2月28日（火）～３月８日（水）　図書の点検と

整理を実施しますので、休館します。

２月14日（火）～２月26日（日）までの間、貸

出期間を４週間、貸出冊数を20冊（内ビデオ・

ＣＤ・ＤＶＤは４点まで）とさせていただき

ます。

▪古新聞リサイクルのお知らせ

  ２月26日（日）まで

※対象：平成27年１月～ 12月分

　（神戸新聞・赤穂新聞・赤穂民報を除く）

●問い合わせ先　図書館 ☎４３・０２７５

新

刊

紹

介

﹁
規
則
と
意
味
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
﹂／
飯
田 　

隆

﹁
本
当
は
ブ
ラ
ッ
ク
な
江
戸
時
代
﹂／
永
井 

義
男 

﹁﹁
カ
エ
ル
の
楽
園
﹂が
地
獄
と
化
す
日
﹂



／
百
田 

尚
樹 

﹁
疲
れ
を
と
り
た
き
ゃ
腎
臓
を
も
み
な
さ
い
﹂



／
寺
林 

陽
介 

﹁
井
伊
直
虎
の
城
﹂／
小
和
田 

哲
男

﹁
剪
定﹁
コ
ツ
﹂の
科
学
﹂／
上
条 

祐
一
郎

﹁
正
倉
院
宝
物
﹂／
杉
本 

一
樹 

﹁
人
は
皆
︑
土
に
還
る
﹂／
曽
野 

綾
子

﹁
老
乱
﹂／
久
坂
部 　

羊

﹁
東
京
駅
で
消
え
た
﹂／
夏
樹 

静
子

﹁
し
ょ
う
て
ん
が
い
く
ん
﹂／
大
串 

ゆ
う
じ

﹁
お
と
う
さ
ん
は
︑
い
ま
﹂／
湯
本 

香
樹
実

﹁
は
じ
ま
り
の
日
﹂／
ボ
ブ 

デ
ィ
ラ
ン

﹁
サ
バ
ン
ナ
の
い
ち
に
ち
﹂／
斉
藤 　

洋

﹁
に
っ
ぽ
ん
の
お
か
ず
﹂／
白
央 

篤
司

問環境課　☎４３・６８２１

～事業系一般廃棄物～

　第20回目は事業系一般廃棄物についてご紹介します。

　事業活動に伴って生じた廃棄物でも、一般廃棄物になるものがあります。一般廃棄物というと家庭

からでた廃棄物を想像すると思いますが、廃棄物処理法では「産業廃棄物以外の廃棄物」と定義されて

おり、廃プラスチック類や汚泥といった法定の20種類の産業廃棄物に該当しない事業系廃棄物は全て

一般廃棄物になります。例えば、事務所から出た書類や飲食店の生ごみが事業系一般廃棄物となります。

　産業廃棄物と同じく、事業系一般廃棄物についても事業者に処理責任がありますので、ごみステー

ションに出すのではなく、直接美化センターに持ち込むか、市が許可した一般廃棄物収集運搬業者に

依頼する必要があります。

 （出典：第一法規㈱「これは廃棄物？だれが事業者？お答えします！廃棄物処理」）

みんなで考えよう!! 「産廃」のこと VOL.20

図書館～ ～Library
ら い ぶ ら り

Library
ら い ぶ ら り

Library
http://www.ako-city-lib.com

「
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

 
関
す
る
赤
穂
市
職
員
対
応
要
領
」を
策
定
し
ま
し
た

⃝

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

 

☎
43
・
６
８
３
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ

45
・
３
３
９
６

●

競
技
種
目
（
予
定
）

　

  

▽
陸
上
競
技（
身
体
・
知
的
） 

　

▽
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク 

　

▽
水
泳（
身
体
・
知
的
） 

　

  

▽
卓
球 

　

▽
ボ
ウ
リ
ン
グ（
知
的
）

　

  

▽
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス

（
視
覚
） 

な
ど 

（
一
人
に
つ
き

１
競
技
１
種
目
）

●

参
加
資
格

　

  

▽
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人 

▽
赤
穂
市
内

に
お
住
ま
い
の
人 

▽
６
歳
以

上
の
人
（
平
成
29

年
４
月
１
日

現
在
） 

▽
在
籍
す
る
施
設
・
学

校
・
団
体
等
が
な
い
又
は
そ
れ

か
ら
の
出
場
が
で
き
な
い
人

●
  

参
加
費　

無
料
（
昼
食
代
等
は

実
費
負
担
）

●

申
込
期
限　

2
月
20
日
（
月
）

●

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

※  

詳
し
い
日
程
・
競
技
種
目
等
は

確
定
し
次
第
、
申
込
の
あ
っ
た

人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第11回

兵
庫
県
障
害
者
の
じ
ぎ
く
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
参

加

者

募

集

　

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
等

に
対
し
、﹁
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
﹂
や
﹁
合
理
的
配
慮
の
提
供
﹂
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

赤
穂
市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
障
が
い
の
特
性
や
心
が
け
た

い
配
慮
に
つ
い
て
周
知
を
図
り
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
障
が
い
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
を
拒
否
・
制
限

す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

︻
事
例
︼

・  

公
共
施
設
に
お
い
て
、
盲
導
犬
等
の
同
伴
を
拒

否
す
る
こ
と　

な
ど

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止

図書館からのお知らせ
　

障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
何
ら
か
の
配
慮
を
求
め

る
意
思
の
表
明
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
実
施
に

伴
う
負
担
が
過
重
で
な
い
と
き
は
、
可
能
な
範
囲

で
必
要
な
配
慮
を
行
い
ま
す
。

︻
事
例
︼

・  

障
が
い
の
特
性
に
応
じ
、
筆
談
、
読
み
上
げ
、

手
話
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
用

い
て
対
応
す
る
こ
と　
な
ど

合
理
的
配
慮
の
提
供
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⃝


講
義
期
間　

4
月
6
日
（
木
）

～
7
月
31
日
（
月
）（
予
定
）

⃝


検
定
料　

５
︐０
０
０
円

⃝


入
学
金　

１
０
︐０
０
０
円

⃝


受
講
料　

▽
科
目
等
履
修
生

（
授
業
の
聴
講
・
単
位
取
得

可
）（
４
単
位
科
目
）＝
４
８
︐

０
０
０
円　

（
２
単
位
科
目
）＝

２
４
︐０
０
０
円　

▽
聴
講
生

（
授
業
の
聴
講
の
み
）　

（
４

単
位
科
目
）＝
４
０
︐０
０
０

円　

（
２
単
位
科
目
）
＝
２
０
︐

０
０
０
円

※
赤
穂
市
民
は
１
／
２
に
減
額

⃝


出
願
期
間　

3
月
6
日
（
月
）

～
3
月
9
日
（
木
）

問  

関
西
福
祉
大
学　

教
務
課

 

☎
46
・
２
７
３
５

　

あ
な
た
も
「
ゆ
う
ゆ
う
学
園
」

（
西
播
磨
高
齢
者
文
化
大
学
・
大
学
院
）

で
と
も
に
学
び
ま
せ
ん
か
？

⃝


開
設
講
座　

▽
大
学
＝
年
間

25
回
（
原
則
金
曜
日
実
施
予

定
）　

▽
大
学
院
＝
年
間
22
回

（
原
則
木
曜
日
実
施
予
定
）

⃝


募
集
定
員　

大
学
60
名　

大

学
院
30
名

⃝


対
象　

中
・
西
播
地
域
在
住

の
概
ね
60
歳
以
上
の
人

⃝


受
講
料

　

年
間
１
２
︐５
０
０
円

⃝


申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用

紙
に
記
入
の
上
、
3
月
31
日

（
金
）
ま
で
西
播
磨
文
化
会
館

に
郵
送
又
は
持
参

※  

申
込
用
紙
は
西
播
磨
文
化
会

館
の
ほ
か
、
中
・
西
播
地
域

の
公
民
館
等
に
あ
り
ま
す
。

問  

西
播
磨
文
化
会
館

 

☎
０
７
９
１
・
75
・
３
６
６
３

　

ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ

（
高
齢
者
放
送
大
学
）
で
は
平

成
29
年
度
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。
本
学
は
ラ
ジ
オ
講
座
を
聴

き
感
想
文
を
提
出
す
る
の
が
基

本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ク
ー
リ
ン
グ
、
研
修
旅
行

等
を
通
し
て
、
学
生
相
互
の
交

流
を
図
れ
る
の
が
魅
力
で
す
。

⃝


対
象　

県
内
在
住
の
50
歳
以

上
の
人

⃝


募
集
期
間　

4
月
14
日
（
金
）

ま
で

⃝


経
費　

年
間
６
︐０
０
０
（
毎

月
1
回
発
行
の
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

⃝


放
送　

ラ
ジ
オ
関
西　

　

  

▽
毎
週
土
曜
午
前
7
時
～
7

時
30
分

⃝


申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ

 

☎
０
７
９
・
４
２
４
・
３
３
４
３

⃝


会
員
募
集　

市
内
在
住
の
男

性
60
歳
、
女
性
58
歳
以
上
の

人
、
会
員
と
な
っ
て
一
緒
に

働
き
ま
せ
ん
か
。
臨
時
的
・

単
発
的
な
仕
事
も
あ
り
ま

す
。
剪
定
・
草
刈
・
草
抜
作

業
で
き
る
人
大
歓
迎
で
す
。

是
非
、
入
会
説
明
会
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ト
ッ
プ
の
右
下
に
最
新
の

就
業
募
集
状
況
を
載
せ
て
い

る
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
屋
外
作
業
で
き
る

人
歓
迎
！

⃝

３
月
の
入
会
説
明
会

　

・
日
時   

３
月
13
日
（
月
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～

　

・
場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

⃝


お
仕
事
承
り
ま
す　

▽
簡

易
な
大
工
仕
事　

▽
家
事
援

助　

▽
不
用
品
の
処
分　

▽
人

材
派
遣
等　

そ
の
他
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問  （
公
社
）
赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

 

☎
43
・
７
２
０
０

 
h

ttp
://w

w
w

.ako
-sjc.jp

募集

平
成
29
年
度
前
期

関
西
福
祉
大
学
科
目
等

履
修
生
・
聴
講
生

募集

ゆ
う
ゆ
う
学
園

平
成
29
年
度
入
学
生

募集

ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ

カ
レ
ッ
ジ
学
生

お知らせ

赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

　

兵
庫
県
教
育
委
員
会
・
赤
穂

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
町
組

合
立
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校

の
臨
時
講
師
及
び
非
常
勤
講
師

の
登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

⃝


応
募
資
格　

小
・
中
・
高
等

学
校
教
諭
普
通
免
許
の
所
有

者
又
は
平
成
29
年
４
月
１
日

ま
で
に
取
得
で
き
る
人

⃝


登
録
受
付　

市
販
の
履
歴
書

を
赤
穂
市
教
育
委
員
会
指
導

課
へ
提
出
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
非
常

勤
講
師
に
つ
い
て
は
、
３
月

10
日
（
金
）
必
着
）

問  

教
育
委
員
会　

指
導
課

 

☎
43
・
６
８
６
０

　

市
役
所
本
庁
舎
の
地
下
に
お

い
て
食
堂
を
営
業
す
る
事
業
者

を
公
募
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
募
集
要
項
を
人
事
課
に

て
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。（
市
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

⃝


募
集
説
明
会　

３
月
10
日

（
金
）　

午
後
４
時
よ
り
市
役

所
本
庁
舎
地
下
食
堂
に
お
い

て
開
催
し
ま
す
。

⃝


応
募
期
日　

3
月
22
日
（
水
）

⃝


応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
課　

☎
43
・
６
８
６
３

⃝


日
時　

3
月
5
日
（
日
）　

　

  

▽
セ
ミ
ナ
ー
＝
正
午
～　

　

  

▽
企
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
＝
午
後
1
時
～　

▽
就
職

説
明
会
＝
午
後
2
時
～

⃝


場
所　

市
民
会
館

⃝


参
加　

無
料　

▽
事
前
予
約

不
要
・
入
退
場
自
由

※
セ
ミ
ナ
ー
の
み
事
前
予
約
要

⃝


対
象　

平
成
29
年
3
月
・
平

成
30
年
3
月
大
学
等
卒
業
予

定
者
及
び
44
歳
以
下
既
卒
若

年
者

⃝


西
播
磨
地
域
に
事
業
所
が
あ

る
優
良
企
業
26
社
が
参
加　

※  

参
加
企
業
等
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問  

産
業
観
光
課

 

☎
43
・
６
８
３
８

 

Ｆ
Ａ
Ｘ

46
・
３
４
０
０

⃝


日
時　

３
月
11
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

⃝


場
所　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

⃝


内
容　

▽
講
演　

「
あ
な
た
の

魅
力
を
引
き
出
す
３
つ
の
レ

シ
ピ
」　

講
師
＝
な
ぎ
さ
な
お

こ
氏
（
食
育
料
理
家
）　

▽
男

女
共
同
参
画
川
柳
コ
ン
テ
ス

ト
表
彰

⃝


定
員　

４
０
０
名
（
参
加
無

料
・
事
前
申
込
み
不
要
）

問  

市
民
対
話
課

 

☎
43
・
６
８
１
８

　

従
業
員
の
奨
学
金
の
返
済
負

担
軽
減
制
度
を
設
け
る
県
内
中

小
企
業
に
対
し
、
当
該
企
業
の

負
担
額
の
一
部
を
兵
庫
県
が
補

助
し
ま
す
。

⃝


補
助
対
象　

本
社
が
県
内
に

あ
り
、
従
業
員
の
奨
学
金
返

済
負
担
軽
減
制
度
を
設
け
て

い
る
県
内
中
小
企
業

⃝


支
援
対
象
者　

県
内
中
小
企

業
に
勤
務
し
、
次
の
要
件
を

全
て
満
た
す
人　

①
正
社
員 

②
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨

学
金
を
受
給
し
、
返
済
中
の

人　

③
就
職
後
3
年
以
内
の

人　

④
申
請
時
点
で
県
内
事

業
所
に
勤
務
す
る
人　

⑤
30

歳
未
満
の
人

⃝


補
助
期
間　

支
援
対
象
者
1

人
に
つ
き
最
大
3
カ
年

⃝


補
助
額　

年
間
返
済
額
の
3

分
の
1
（
一
人
に
つ
き
上
限

6
万
円
。
た
だ
し
、
支
援
対

象
者
に
対
す
る
企
業
の
支
援

額
の
2
分
の
1
が
6
万
円
を

下
回
る
場
合
は
、
そ
の
額
）

問  （
一
財
）
兵
庫
県
雇
用
開
発
協
会

 

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
６
５
８
３

　

農
作
業
を
通
じ
て
身
近
に
土

や
自
然
を
体
験
で
き
る
施
設
と

し
て
人
気
の
あ
る
市
民
農
園
の

利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

⃝


場
所　

赤
穂
海
浜
公
園
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
北

⃝


募
集
区
画
数
及
び
利
用
料

　

  

▽
Ａ
区
画
＝
２
区
画
（
年
間

６
︐
０
０
０
円
）　

Ｂ
区
画
＝

２
区
画
（
年
間
１
５
︐０
０
０

円
）

⃝


受
付
開
始　

２
月
26
日
（
日
）

先
着
順

⃝


申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

  

旬
彩
蔵
赤
穂
（
Ｊ
Ａ
兵
庫
西

赤
穂
営
農
セ
ン
タ
ー
内
）

 

☎
42
・
２
６
５
１

募集

小･

中･

特
別
支
援
学
校

臨
時
講
師
等

募集

市
役
所
本
庁
舎
地
下
食
堂

の
営
業
事
業
者
募
集

催し
﹁
西
は
り
ま
就
職
フ
ェ

ア
in
あ
こ
う
﹂
を
開
催

催し

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー

ラ
ム

お知らせ
﹁
兵
庫
県 

中
小
企
業
の
奨
学
金
返

済
支
援
制
度
﹂
を
ご
存
じ
で
す
か
？

募集

市
民
農
園

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
唐
船

情報コーナー情報コーナーInformationInformation

赤穂市ホームページへの有料広告募集中　問企画広報課　☎ 43・6873

平成29年度高齢者大学新入生募集

　各公民館では、60歳以上の皆さんの生涯学習の場、

高齢者大学の29年度新入生を募集します。

　学園の仲間と一緒に楽しく学び、出会いを求めて活

動しませんか。

●入学資格　60歳以上（昭和32年４月１日以前に生ま

れた人）

●履修期間　４年

●受 講 料　無料（別途、学生会の会費が必要です）

●講　　義　原則月２回の講義、午前10時～ 11時30分

●申　　込　３月22日（水）までに各地区公民館へ

地区 学園名 講義日 申　込　先
赤穂 蓼 州 第２・４木曜日 中 央 公 民 館 ☎43・7450
城西 城 西 第２・４水曜日 城 西 公 民 館 ☎45・7062
塩屋 塩 屋 第１・３金曜日 塩 屋 公 民 館 ☎42・3379
西部 赤穂西 第１・３水曜日 赤穂西公民館 ☎45・3292
福浦 福 寿 第２・４金曜日 赤穂西公民館 ☎45・3292
尾崎 尾 崎 第２・４木曜日 尾 崎 公 民 館 ☎42・2139
御崎 みさき 第２・４火曜日 御 崎 公 民 館 ☎43・7453
坂越 坂 越 第１・３火曜日 坂 越 公 民 館 ☎48・8080

高雄 高 雄 第１・３木曜日 高 雄 公 民 館 ☎48・7500
（有線5611）

有年 う ね 第１・３水曜日 有 年 公 民 館 ☎49・2004
（有線2591）
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﹁
ふ
れ
あ
い
交
流
会　

英
語
で

話
そ
う
﹂

　

市
内
の
学
校
の
英
語
教
育
指

導
助
手
を
講
師
と
し
、
英
語
で

話
す
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

⃝


場
所　

図
書
館　

２
階
視
聴

覚
室

⃝

日
時　

2
月
26
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
３
時

⃝


定
員　

25
名

※  

定
員
を
超
え
た
場
合
は
国
際

交
流
協
会
会
員
及
び
高
校
生

以
下
の
生
徒
を
優
先
し
ま
す
。

⃝

参
加
料　

無
料

⃝


応
募
期
限　

2
月
21
日
（
火
）

問  

国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
市

民
対
話
課
内
）

 

☎
43
・
６
８
１
８

西
播
磨
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

　

播
磨
の
小
京
都
・
龍
野
城
下

町
を
巡
る
約
６
・
５
㎞
の
コ
ー
ス

を
歩
き
ま
す
。
ゴ
ー
ル
後
、に
ゅ

う
め
ん
の
振
る
舞
い
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝

日
時　

3
月
12
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
（
小
雨
決
行
）

⃝


場
所　

旭
橋
東
側　

ヒ
ガ
シ

マ
ル
醤
油
駐
車
場

⃝

定
員　

３
０
０
人
（
先
着
）

⃝

参
加
費　

５
０
０
円 

⃝


申
込
方
法　

2
月
27
日
（
月
）

ま
で
に
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

西
播
磨
青
少
年
本
部
（
西
播
磨

県
民
局
県
民
活
動
支
援
課
内
）　

〒
678

－

1205

上
郡
町
光
都
２

－

25
へ

⃝


主
催　

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ

く
り
５
０
０
人
委
員
西
播
磨

Ｏ
Ｂ
会

問
西
播
磨
青
少
年
本
部

 

☎
58
・
２
１
２
９

 

Ｆ
Ａ
Ｘ

58
・
０
５
２
３

⃝

日
時　

２
月
13
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
正
午

⃝


受
付　

市
役
所
１
階　

市
民

対
話
課

⃝

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

⃝


相
談
内
容　

人
権
に
関
す
る

こ
と
の
ほ
か
、
日
常
生
活
に

お
け
る
諸
問
題

※  

相
談
日
以
外
の
日
で
も
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

問  

市
民
対
話
課　

人
権
・
男
女

共
同
参
画
係

 

☎
43
・
６
８
１
８

催し

赤
穂
市
国
際
交
流
協
会

催し

西
播
磨
県
民
局
だ
よ
り

お知らせ

人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

　

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と

し
た
職
業
訓
練
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。
募
集
科
は
身
体
等

に
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と

し
た
①
も
の
づ
く
り
科　

②
情

報
サ
ー
ビ
ス
科
の
２
科
、
知
的

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し

た
③
総
合
実
務
科
で
す
。

　

募
集
期
間
・
募
集
人
数
な
ど

の
詳
細
は
学
院
又
は
最
寄
り
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問  

兵
庫
県
立
障
害
者
高
等
技
術

専
門
学
院

 

☎
０
７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
９
２
８
・
５
５
１
２

　

青
色
申
告
は
、
農
業
分
野
で

も
経
営
の
把
握
に
重
要
で
あ

り
、
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
。
今
年
か
ら
青
色
申
告

に
取
り
組
む
に
は
3
月
15
日

（
水
）
ま
で
に
最
寄
り
の
税
務
署

に
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
青
色
申
告
に
取
り
組
ん

で
い
な
い
農
業
者
は
、
こ
の
機

会
に
是
非
青
色
申
告
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
政
府
が
11
月
に
決
定

し
た
「
農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
お
い
て
、
青
色
申

告
を
行
っ
て
い
る
耕
種
、
酪
農

等
の
農
業
者
や
農
業
法
人
を
対

象
に
収
入
保
険
制
度
の
導
入
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

問  

近
畿
農
政
局　

兵
庫
支
局　

地

方
参
事
官
室

 

☎
０
７
８
・
３
３
１
・
５
９
２
４

第
89
回
糖
尿
病
教
室
開
催
の
お

知
ら
せ

⃝


テ
ー
マ　

我
慢
し
な
い
で
！

お
菓
子
を
取
り
入
れ
た
生
活

に
つ
い
て
考
え
よ
う　

「
血
糖

値
を
上
げ
に
く
い
食
べ
方
、

間
食
の
と
り
方
」

※  

ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝

日
時　

3
月
4
日
（
土
）

　

  

午
後
１
時
～
３
時
（
受
付
＝

午
後
０
時
30
分
か
ら
）

⃝


受
付
場
所　

赤
穂
市
民
病
院

1
階
正
面
玄
関
（
受
付
で
会

場
を
ご
案
内
し
ま
す
）

⃝


内
容　

お
菓
子
を
食
べ
な
が

ら
、
血
糖
値
を
上
げ
に
く
い

食
べ
方
や
間
食
の
と
り
方
に

つ
い
て
学
べ
ま
す
。

⃝


参
加
費　

１
０
０
円
（
予
約

不
要
）

問
市
民
病
院　

地
域
医
療
室

 

☎
43
・
８
４
５
８

⃝

日
時　

3
月
12
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
正
午
（
3
時
間
）

⃝


場
所　

市
防
災
セ
ン
タ
ー

（
消
防
本
部
3
階
）

⃝


対
象　

赤
穂
市
、
上
郡
町
、

播
磨
科
学
公
園
都
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
（
中
学
生

以
上
）
の
人
（
20
名
程
度
）

⃝

応
募
締
切　

3
月
11
日
（
土
）

　

午
後
8
時
ま
で

※  

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※  

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※  

実
技
を
行
い
ま
す
の
で
、
動

き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

⃝

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

赤
穂
市
消
防
本
部　

救
急
課

 

☎
43
・
６
８
８
４

　

上
郡
消
防
署　

救
急
係

 

☎
52
・
５
１
１
９

　

上
郡
消
防
署　

新
都
市
分
署

 

☎
58
・
０
１
１
９

募集

平
成
29
年
４
月

障
が
い
者
の
た
め
の

職
業
訓
練
入
校
生

お知らせ

農
業
者
も
青
色
申
告
を

近
畿
農
政
局

催し

赤
穂
市
民
病
院

講習

普
通
救
命
講
習
を

開
催
し
ま
す
！

赤穂市文化会館

チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０
ホームページアドレス　http://www.ako-harmony.jp/

Facebookウェブアドレス　https://www.facebook.com/akoharmony
自主事業のお知らせはFacebookで配信中！！
主催（公財）赤穂市文化とみどり財団

HARMONY INFORMATION

☎４３・５１１１

ハーモニーインフォメーション

赤穂市文化会館をご利用の際は、当館駐車場への駐車をお願いい

たします。特に、フレスポ赤穂の駐車場には絶対に駐車しないよ

うにしてください。当館の駐車場は台数に限りがありますので、公

共交通機関をご利用の上お越しください。

近隣の商業施設への駐車はおやめください

入　場　料：一般6,000円　友の会5,700円　　

発売予定日：友の会３月４日（土）、一般３月11日（土）から発売開始

　　　　　　※いずれの日も窓口販売午前９時～、電話予約午後１時～

Kiroroコンサート2017

5月13日(土)　15：30開演　大ホール　全席指定

入場無料

出　演：ピアノ、リコーダー等演奏の20組

第22回ハーモニーフリーステージ（反響板使用の部）

3月5日(日)　14：00開演　大ホール　

出　演： 迎肇聡、日隈葉子、古瀬まきを、鳥山浩詩 ほか

入場料： 一般500円（友の会割引なし）

 ※未就学児の入場はご遠慮ください。

発売予定日：友の会2月18日（土）、一般2月25日（土）から発売開始

 ※いずれの日も窓口販売午前9時～、電話予約午後1時～

オペラ「フィガロの結婚」
　　　　ハイライトコンサート～ええとこどり！

5月21日(日)　15：00開演　小ホール　全席指定

今月発売

来月発売

応募資格：赤穂市内の新１年生～新６年生

応募人員：若干名

募集期間：1月21日（土）～2月20日（月）

 　詳細は、赤穂市文化会館ハーモニーホール窓口まで。

 　(ホームページにも掲載)

平成29年度ハーモニーヴァイオリンアンサンブル教室　
第16期生募集

募集中!!

2月中旬より29年度友の会の会員募集を開始します!!

情報コーナー情報コーナーInformationInformation

赤穂市文化とみどり財団臨時職員募集

職　種 勤務地 募集人員 賃金（予定）

臨　　時
事務職員

文化会館ほか
財団の文化施設

若干名 日額6,700円

パ ー ト
事務職員

民俗資料館 １名 時給860円

●採用予定　平成29年４月

●試験日時等　３月４日（土）　午前10時～　文化会館

●試験内容　面接及び作文

●応募方法　  ２月11日（土）～ 26日（日）までに受験申込書

を赤穂市文化とみどり財団事務局へ持参（申

込書は赤穂市文化会館内事務局にあります）

●受付時間　  午前８時30分～午後５時15分　

　　　　　　（火曜日休館日）

●その他　  詳細は赤穂市文化とみどり財団事務局で配布す

る「受験案内」を確認してください。

●問い合わせ先　赤穂市文化とみどり財団事務局

 ☎４３・３２６９
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2/10～3/16健康・相談

人口の動き（12月） 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,470戸 （ － 16）

人口 49,090人 （ － 56）

男 23,784人 （ － 29）

女 25,306人 （ － 27）

 （　）内は前月比
◎12月中の異動

出生 24 人（－ 3） 転出 81 人（＋ 10）

死亡 54 人（＋ 5） その他増 2 人（＋ 2）

転入 54 人（－ 26） その他減 1 人（－ 5）

 （　）内は前月比

交通事故発生状況

区分 12月 平成28年累計

発生件数 119（－ 16） 1410（＋ 29）

　人身 27（＋ 7） 183（－ 19）

　物損 92（－ 23） 1227（＋ 48）

死者 0（± 0） 1（＋ 1）

重傷 4（＋ 2） 22（＋ 2）

軽傷 31（＋ 8） 203（－ 18）

 （　）内は前年比

火災・救急状況

区分 12月 平成28年累計

火災 2（ ± 0） 10（ － 10）

救急 201（ ＋ 19） 1883（ － 11）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは

 ☎43・6899 まで

� �� �� �

2月

10
●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 

●子育て応援隊さろん　13：30 ～ 15：00 

11

●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 

　　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

 
シオヤ外科胃腸科医院 ☎ 43・4712
9：00 ～ 17：00

12  
せの内科クリニック ☎ 56・5115
9：00 ～ 17：00

13 ●人権相談　10：00 ～ 12：00 

14 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00　各保育所

15
●心配ごと相談（弁護士・要予約） 13：00 ～ 17：00 

●１歳６か月児健診（H27.7生まれ） 13：30 ～ 14：30 

16 ●国民年金相談　13：30 ～ 16：00 

17

18
●司法書士による法律相談　9：30 ～ 12：00 

　 市民対話課　☎43・6818

19  
きっかわ整形外科 ☎ 43・1811
9：00 ～ 17：00

20

21

●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00　各保育所

●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 

　 市民対話課　☎43・6818

● HIV・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 14：40 

22

●ベビーレッスン　13：00 ～ 13：30 

●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 

●こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 

●法律相談（要予約） 13：30 ～ 16：30 

23

24

25

26  
松本クリニック ☎ 42・0036
9：00 ～ 17：00

27

28

●健康相談　9：00 ～ 11：00 

●行政相談（相談委員） 10：00 ～ 12：00 

●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00　各保育所

くらしのカレンダー

保育所子育て 赤穂☎42・3368 塩屋☎42・0323 尾崎☎42・2297
　電話相談 御崎☎42・3338 坂越☎48・8458 有年☎49・2297

子育て相談（子育て学習センター） ☎45・3290

青少年育成相談　青少年育成センター（随時） ☎43・7831

 フリーダイヤル 0120・783・115

消費生活センター（市民対話課内）（随時） ☎43・7067(相談専用)

女性問題電話相談　女性交流センター（火～金 13:00～16:00祝日除く） ☎43・7800

市民生活無料法律相談　市民対話課 予約☎43・6818

心配ごと相談　社会福祉協議会 予約☎42・1397

犬・ねこの引取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所 ☎0791・63・5146

市役所（代表） ☎43・3201

総合福祉会館 ☎42・1397

市民会館 ☎43・7450

問 い 合 わ せ 先

保セ 保健センター（すこやかセンター内） ☎46・8701

地域活動支援センター ☎48・1615

赤穂健康福祉事務所 ☎43・2321

3月

1

●農地相談　10：00 ～ 11：30 

●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 

●こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 

●３歳児健診（H25.9生まれ） 13：30 ～ 14：30 

2

3 ●健康相談　9：00 ～ 11：00 

4

5  
赤穂記念病院加里屋診療所 ☎ 43・2717
9：00 ～ 17：00

6 ●こころのケア相談（要予約） 14：00 ～ 15：00 

7
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00　各保育所

● HIV・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 14：40 

8
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 

●２歳児歯科健診（H26.7、8生まれ） 13：30 ～ 14：30 

●法律相談（要予約） 13：30 ～ 16：30 

9
●献血（市役所） 9：30 ～ 11：30

●子育て相談　13：30 ～ 16：00　子育て学習センター

10 ●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 

11
●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 

　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

12  
くぼかわ医院 ☎ 42・2140
9：00 ～ 17：00

13 ●献血（市消防本部） 9：15 ～ 11：30

14 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00　各保育所

15
●心配ごと相談（弁護士・要予約） 13：00 ～ 17：00 

●１歳６か月児健診（H27.8生まれ） 13：30 ～ 14：30 

16 ●国民年金相談　13：30 ～ 16：00 

　
　
　

岳
寺
の
浅
野
内
匠
頭
墓
前
に
手

向
け
ら
れ
た
吉
良
上
野
介
の
首

は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

元
禄
16
年
（
１
７
０
３
）
３
月
に
泉
岳

寺
内
快か
い

舟
し
ゅ
う
り
ょ
う

寮
の
寮
主
快
舟
、
同
僚
の
瑞ず
い

泉せ
ん

、
春
し
ゅ
ん

嶺れ
い
り
ょ
う
寮
の
石せ
き

獅し

の
３
人
の
僧
か
ら

の
聞
き
取
り
を
記
録
し
た
﹃
義
士
実
録
﹄

（
﹃
忠
臣
蔵
﹄
第
３
巻
所
収
）
に
よ
っ
て
ま

と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

吉
良
邸
か
ら
引
き
揚
げ
る
途
中
で
大

目
付
仙せ
ん
ご
く石

伯ほ
う
き
の
か
み

耆
守
に
自
訴
し
て
出
た
吉

田
忠
左
衛
門
・
冨
森
助
右
衛
門
を
除
く

44
人
は
、
泉
岳
寺
の
亡
君
墓
前
に
首
尾

を
報
告
し
た
後
、
仙
石
邸
へ
と
移
さ
れ

ま
し
た
が
、
首
は
そ
の
ま
ま
寺
に
預
け

置
か
れ
ま
し
た
。
15
日
の
夜
は
首
を
入

れ
た
箱
の
周
囲
に
屏
風
を
立
て
、
出
家

衆
が
番
を
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

　

16
日
、
泉
岳
寺
の
長
ち
ょ
う
お
ん
お
し
ょ
う

恩
和
尚
が
寺
社

奉
行
の
と
こ
ろ
へ
出
向
き
、
吉
良
上
野

介
の
首
を
早
く
片
付
け
た
い
旨
を
伝
え

た
と
こ
ろ
、
吉
良
左さ
ひ
ょ
う
え

兵
衛
義よ
し

周ち
か（

上
野
介

の
養
子
）
に
返
す
よ
う
指
示
さ
れ
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
居
合
わ
せ
た
吉
良
家
菩

提
所
萬
ば
ん
し
ょ
う
い
ん

昌
院
の
僧
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
、

泉
岳
寺
の
僧
石
獅
と
一い
ち
ど
ん呑
を
使
者
と
し

て
吉
良
邸
ま
で
送
り
届
け
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

吉
良
上
野
介
の
首
を
入
れ
た
箱
は
渋

紙
で
包
ん
で
細
引
で
く
く
り
、
中
に
棒

を
通
し
て
中
ち
ゅ
う
げ
ん
間
に
担
わ
せ
ま
し
た
。
石

獅
と
一
呑
の
２
人
は
目
録
・
口
上
書
を

携
え
、
午
後
８
時
ご
ろ
泉
岳
寺
を
出
発

し
ま
し
た
。

　

吉
良
邸
で
は
裃
か
み
し
も
を
着
た
侍
や
足
軽
・

中
間
30
～
40
人
が
平
伏
し
て
主
人
の
首

を
迎
え
ま
し
た
。
石
獅
と
一
呑
は
玄
関

口
で
首
を
渡
そ
う
と
し
ま
し
た
が
、
狭

い
廊
下
を
通
っ
て
３
つ
目
の
座
敷
に
通

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
異
臭
が
立
ち

こ
め
て
い
て
難
儀
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

萬
昌
院
長
老
と
僧
１
人
に
あ
い
さ
つ
し

た
後
、
吉
良
家
の
家
老
に
口
上
を
述
べ

て
首
箱
を
渡
す
と
、
早
速
中
が
改
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

首
の
請
う
け
と
り
じ
ょ
う

取
状
を
待
っ
て
い
る
間
、
吉

良
家
の
家
臣
か
ら
泉
岳
寺
で
の
赤
穂
浪

士
た
ち
の
様
子
を
話
し
て
ほ
し
い
と
尋

ね
ら
れ
ま
し
た
が
、
外
へ
出
て
い
な
い

の
で
知
ら
な
い
と
答
え
て
い
ま
す
。
萬

昌
院
の
僧
が
言
う
に
は
、
死
者
（
家
老
小

林
平
八
郎
）
の
首
ひ
と
つ
が
足
り
ず
、
泉

岳
寺
へ
余
計
に
行
っ
て
い
な
い
か
と
い

う
の
で
す
。
ま
た
、
萬
昌
院
の
僧
に
異

臭
の
こ
と
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
唐
紙
障

子
の
向
こ
う
に
は
ま
だ
死
骸
が
あ
り
、

通
っ
て
き
た
廊
下
に
敷
い
て
あ
っ
た
薄

べ
り
の
下
は
血
だ
ら
け
の
う
え
に
、
あ

ち
こ
ち
に
火
鉢
が
置
か
れ
、
そ
の
火
気

の
た
め
に
血
の
臭
い
が
激
し
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
待
ち
わ
び
て
い
る
と
こ
ろ

へ
湯
漬
け
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
異
臭

が
う
つ
っ
て
迷
惑
し
、
無
理
に
飲
み
込

み
ま
し
た
。
そ
の
後
よ
う
や
く
請
取
状

が
出
さ
れ
、
石
獅
と
一
呑
は
こ
れ
を
受

け
取
っ
て
泉
岳
寺
へ
と
帰
っ
て
い
き
ま

し
た
。「
首　

一
ツ
」
と
記
さ
れ
た
こ
の
請

取
状
は
、
現
在
も
泉
岳
寺
に
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
吉
良
家
に
戻
さ
れ
た
上
野

介
の
首
は
、
刃
傷
事
件
の
際
治
療
を
行
っ

た
外
科
医
師
栗く
り
さ
き崎

道ど
う
ゆ
う有

に
よ
っ
て
胴
体

と
縫ほ
う
ご
う合

さ
れ
、
吉
良
家
菩
提
所
萬
昌
院

（
当
時
牛
込
、
現
在
は
合
併
し
て
中
野
区

上
高
田
の
萬
昌
院
功
運
寺
）
に
葬
ら
れ
た

の
で
す
。

 

（
赤
穂
市
史
編
さ
ん
担
当　

小
野
真
一
）

泉
１　

12
月
15
日
夜

２　



泉
岳
寺
和
尚
︑
寺
社
奉
行
の

指
示
を
受
け
る

３　

吉
良
家
に
首
を
返
却

４　

吉
良
邸
内
の
様
子

５　

吉
良
家
菩
提
所
萬
昌
院
に
葬
る

忠臣蔵の散歩道 12

コラム　　

吉良の首を返戻に行く泉岳寺の僧侶たち
（赤穂市立歴史博物館蔵「元禄義士図絵巻」下巻より）

討ち取られた

 吉良上野介の首のゆくえ
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ちゃんちゃん
新　田

父・祐二さん　 母・真奈さんより

「兄弟仲良く元気でいてね！☆」

前 田  楓 斗
平成28年４月６日生まれ

ま え だ とふ う

黒崎町

父・純一さん　母・幸子さんより

平成26年９月22日生まれ 平成27年６月３日生まれ

「お友だちと仲よく遊ぼうね」

髙 野  恭 詩
た か の たう

ちゃん那 波  陽 仁
な ば ひ とは る

東浜町

父・良隆さん　母・明日香さんより

「強くてやさしい子になってね!!」

◆表紙の説明◆　【平成29年成人祝賀式】　１月８日、式開始前に
式実行委員長の田渕宏典さんと副委員長の𡈽井千裕さんを撮らせ
ていただきました。お二人はスーツ姿と振り袖姿で一層美男美女に。
今年のキャッチフレーズ「播州赤穂発未来行き～感謝を乗せて～」
のとおり、真っ白な気持ちで未来へ突き進んでほしいですね。なお、
２人を含む実行委員の皆さんの抱負は先月号をご覧ください。

▪ 広報あこうは自治会を通じてお届けしています。

▪ その他、スーパー、コンビニエンスストア、観
光案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所
にも設置していますのでご利用ください。

▪ 次回の回覧広報あこうは２月24日（金）、
　広報あこうは３月10日（金）の発行予定です。

▪広報あこうは再生紙を使っています。

広 報

　受験シーズン最盛期です。受験

生はもちろん、家族の皆さんも落

ち着かない日々が続きますが、体

調には気をつけてください。ひの受

験は体調面の問題はなかったので

すが、センター試験が終わった2日

後に震災が発生、電車の不通区間

は徒歩、ようやく着いた試験会場は

仮設校舎といったところも。ただ試

験を受けられるひは恵まれていま

した。震災で亡くなった受験生、両

親が亡くなったり家が倒壊するな

ど様々な理由で受験をあきらめた

若者、助かった受験生も避難所で

の勉強は大変でした。何も問題な

く受験できることは幸せです。自分

は幸せなんだと思って落ち着いて、

試験に挑んでください。あともう少

し、がんばれ受験生！…でも不安だ

という人へ上郡町の話題を、難攻

不落の落ちない城「白旗城」にあや

かって白旗山山頂などに合格祈願

の絵馬掛所（絵馬は上郡駅前の観光

案内所で配布）がありますよ。 ひ

▪編集後記▪

食育レシピ
旬の野菜を食べよう

小松菜の白和え

　小松菜の旬は冬。ほうれん草に似ていますがカルシウムはほうれん

草の３倍以上含まれていて、骨粗しょう症の予防に有効です。また、

ビタミン類も豊富で、油を使って調理するとカロチンの吸収率がよく

なります。アクが少ないので、下ゆでの必要もありません。

一口メモ 　 　

＊１人分栄養素＊

エネルギー　61kcal 塩分　0.7g
問保健センター　☎４６・８７０１

（料理協力：赤穂市いずみ会）

▪作り方

①  小松菜は茹でて水にとり、軽く絞って食べやすく切り、しょ

うゆをまぶす。

②豆腐は熱湯を通し、布巾で絞り水気をきる。

③  ピーナッツはあらく刻み、すり鉢ですり、②と調味料を入れ

てよくすり混ぜる。

▪材　料（４人分）

小松菜 ・・・・・・・200g

しょうゆ ・・・・・小さじ１

木綿豆腐 ・・・・・・1/3丁

ピーナッツ ・・・・大さじ１

塩 ・・・・・・・小さじ1/3

砂糖 ・・・・・・小さじ２

各コンテンツの視聴に関して 　

　Facebook・Youtube・Aurasma（AR 動画）は無料でダウンロード・ご利用できますが、ダウンロード及び視聴にかかる通信料は自己負担となり
ます。ご利用する端末の契約内容によっては高額となる場合がありますのでご注意ください。


